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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１７４号
2024年１１月１５日

東
京
高
裁
宛
　

　
て

署
名
を
近
く
開
始
し
ま
す

戦争・労組攻撃と闘う 11･３労働者集会

東京地裁の不当判決弾劾！
１０４７名解雇撤回へ新たな決意

　
東
京
地
裁
で
11
月
13
日
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
に
よ
る
１
４
０
７
名
解
雇
を
め
ぐ

る
動
労
千
葉
・
動
労
総
連
合
の
裁
判
が
あ

り
、
東
京
地
裁
は
時
効
な
ど
を
理
由
に
全

面
却
下
す
る
反
動
判
決
を
出
し
た
。

　
裁
判
は
、
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
に

際
し
て
策
定
さ
れ
た
名
簿
か
ら
民
営
化
に

反
対
す
る
組
合
に
所
属
す
る
組
合
を
排
除

し
た
こ
と
（
基
準
）
が
不
当
労
働
行
為
で

あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
２
０
１
５
年
の
最

高
裁
決
定
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
復
帰
な
ど
を
求

め
る
労
働
員
会
へ
の
不
当
労
働
行
為
救
済

を
め
ぐ
る
行
政
訴
訟
。

　
基
準
策
定
や
名
簿
作
成
に
関
わ
っ
た
井

手
（
元
Ｊ
Ｒ
西
会
長
）
や
深
澤
（
前
Ｊ
Ｒ

社
長
）
ら
の
証
人
調
べ
を
行
え
ば
、
国
鉄

れ
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
　
武
器
見

本
市
阻
止
」
に
向
け
た
決
議
が
採
択

さ
れ
た
。

＊

　
司
会
は
動
労
千
葉
の
渡
辺
書
記

長
、
自
治
労
横
浜
の
仲
間
。
国
鉄
闘

争
全
国
運
動
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る

金
元
重
さ
ん
に
続
き
、
港
合
同
昌
一

金
属
支
部
の
木
下
委
員
長
と
関
生
支

部
の
武
谷
副
委
員
長
が
行
っ
た
。

改
革
の
真
実
は
明
ら
か
に
な
る
局
面
だ
。

　
し
か
し
、
東
京
地
裁
裁
判
長
は
、
証
人

申
請
を
却
下
し
、
抗
議
の
裁
判
長
忌
避
も

却
下
し
て
裁
判
を
再
開
し
て
結
審
を
強

行
。
最
後
は
傍
聴
者
を
廷
吏
を
総
動
員
し

て
排
除
す
る
暴
挙
ま
で
行
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
日
も
法
廷
を
警
備
法
廷
に
変
更
す

る
対
応
で
、、〝
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た

と
し
て
も
時
効
〟
と
い
う
論
法
で
実
質
的

な
判
断
を
回
避
し
、
Ｊ
Ｒ
の
使
用
者
性
も

否
定
、
国
家
的
不
当
労
働
行
為
と
真
実
を

隠
蔽
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
組
合
員
や
弁
護
団
は
怒
り
と
弾
劾
の
声

を
上
げ
、
解
雇
撤
回
へ
の
新
た
な
決
意
を

固
め
た
。
判
決
に
先
立
ち
、
東
京
地
裁
を

包
囲
す
る
デ
モ
を
行
っ
た
（
写
真
）。

　
基
調
報
告
を
動
労
千
葉
・
関
委
員

長
が
行
っ
た
。「
問
わ
れ
て
い
る
の

は
労
働
運
動
の
変
革
で
す
。
戦
争
に

動
員
さ
れ
る
の
が
労
働
者
な
ら
、
戦

争
を
止
め
る
力
が
あ
る
の
も
労
働
者

で
す
。
労
働
組
合
は
団
結
と
権
利
の

拠
り
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
反
戦
の

砦
で
す
。
自
国
政
府
の
戦
争
政
策
と

闘
い
、
労
働
者
同
士
が
殺
し
合
う
の

で
は
な
く
国
境
を
超
え
て
団
結
し
戦

争
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
労
働
組
合

の
最
も
重
要
な
任
務
」

　
連
帯
あ
い
さ
つ
と
し
て
三
里
塚
芝

山
連
合
空
港
反
対
同
盟
、「
希
望
の

牧
場
・
ふ
く
し
ま
」
の
吉
澤
正
巳
さ

ん
、
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
の
訴
え
が
行

わ
れ
た
。

　
国
際
連
帯
の
訴
え
で
は
、
韓
国
・

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
、
金
属

労
組
旭
支
会
、
ド
イ
ツ
鉄
道
労
働
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
タ
リ
ア
・S

I-

C
obas

や
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ン
ル
ー

タ
ス
、
在
日
ビ
ル
マ
市
民
労
組
が
登

壇
し
、
労
働
者
の
国
際
的
団
結
を
熱

烈
に
呼
び
か
け
た
。

　
国
鉄
闘
争
や
職
場
か
ら
の
報
告
、

改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
の
高
山

弁
護
士
、
沖
縄
か
ら
ミ
サ
イ
ル
基
地

い
ら
な
い
宮
古
島
住
民
連
絡
会
の
清

水
早
子
さ
ん
の
訴
え
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け

人
の
浅
川
雅
己
さ
ん
が
ま
と
め
を

行
っ
た
。

　
集
会
後
デ
モ
に
出
発
。「
ガ
ザ
大

虐
殺
を
や
め
ろ
」「
中
国
侵
略
戦
争

戦
争
を
止
め
よ
う
」「
石
破
政
権
打

倒
」の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、

デ
モ
は
警
察
や
右
翼
の
妨
害
を
打
ち

破
っ
て
銀
座
―
東
京
駅
へ
大
デ
モ
が

行
わ
れ
た
。

東
京
・日
比
谷
野
音
に
全
国
か
ら
３
千
人
結
集

連
帯
こ
そ
、
戦
争
を
止
め
社
会
を
変

え
る
力
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

集
会
と
し
て
か
ち
と
ら
れ
た
。

　
ま
た
集
会
で
は
、「
３
労
組
を
め

ぐ
る
攻
防
、
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
弾
圧

の
重
大
局
面
に
当
た
っ
て
訴
え
る
」

の
３
労
組
共
同
声
明
が
読
み
上
げ
ら

１０４７名解雇撤回裁判 東京地裁の棄却弾劾！
　
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
11

月
３
日
、
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

が
３
千
人
の
結
集
で
開
催
さ
れ
た
。

集
会
は
「
戦
争
を
止
め
、
社
会
を
変

え
る
力
が
こ
こ
に
あ
る
」「
日
米
の

中
国
侵
略
戦
争
を
阻
止
し
よ
う
」「
闘

う
労
働
組
合
を
甦
ら
せ
よ
う
」「
関

西
生
コ
ン
支
部
へ
の
弾
圧
粉
砕
、
港

合
同
つ
ぶ
し
の
不
当
解
雇
許
す
な
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
。

　
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
東
ア
ジ
ア

な
ど
世
界
戦
争
情
勢
を
止
め
る
闘
い

が
労
働
組
合
の
基
本
課
題
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
ま
た
労
働
者
の
国
際

　
木
下
さ
ん
は
「
昌
一

金
属
闘
争
は
、
民
間
中

小
の
整
備
・
淘
汰
、
解

雇
自
由
、
総
非
正
規
職

化
の
攻
撃
と
の
最
前

線
」、武
谷
さ
ん
は
「
労

働
組
合
つ
ぶ
し
は
戦
争

へ
の
道
。
関
生
支
部
は

産
業
別
労
働
運
動
の
拡

大
と
、
産
業
別
ス
ト
ラ

イ
キ
を
組
織
し
て
戦
争

を
止
め
ま
す
」
と
決
意

を
語
っ
た
。
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開
か
れ
た
。
さ
な
が
ら
臨
時
首
都
の

様
相
と
な
っ
た
。

　
以
後
、
広
島
は
軍
都
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
。
軍
服
や
砲
弾
の
工
場

　
結
果
と
し
て
核
戦
争
が
生
じ
な

か
っ
た
の
は
ま
っ
た
く
偶
然
の
産
物

で
し
か
な
い
。
例
え
ば
１
９
６
２
年

の
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
米
ソ
は
核
戦
争

の
瀬
戸
際
ま
で
行
っ
た
。
こ
れ
は
よ

く
知
ら
れ
た
歴
史
だ
。

　
し
か
し
事
実
は
も
っ
と
深
刻
だ
っ

た
。
キ
ュ
ー
バ
付
近
に
潜
航
中
の
ソ

連
潜
水
艦
は
モ
ス
ク
ワ
と
の
連
絡
が

途
絶
え
、
艦
長
は
米
ソ
の
全
面
核
戦

争
が
始
ま
っ
た
と
判
断
し
、
核
魚
雷

の
発
射
を
準
備
し
た
。
し
か
し
副
艦

長
ら
の
説
得
で
海
上
に
浮
上
し
て
こ

と
な
き
を
得
た
の
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も
ニ
ク
ソ
ン
政

権
は
戦
術
核
の
使
用
を
一
貫
し
て
検

討
し
た
。、
核
弾
頭
を
搭
載
し
た
潜

水
艦
の
沈
没
や
航
空
機
の
墜
落
事

故
、
間
一
髪
の
誤
作
動
や
誤
報
は
何

度
も
あ
っ
た
。

80
年
代
の
核
戦
争
危
機

　
再
び
核
戦
争
の
脅
威
が
高
ま
っ
た

の
が
１
９
８
０
年
代
だ
。
レ
ー
ガ
ン

政
権
は
、
労
組
破
壊
と
新
自
由
主
義

経
済
政
策
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
対
決

の
一
大
軍
拡
を
進
め
た
。
ベ
ト
ナ
ム

撤
退
後
の
米
国
の
軍
事
費
は
減
少
傾

向
だ
っ
た
が
、
巨
額
の
財
政
赤
字
を

顧
み
ず
戦
略
防
衛
構
想
（
Ｓ
Ｄ
Ｉ
）

を
推
進
し
た
。

　
ソ
連
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と

宇
宙
空
間
で
撃
ち
落
と
す
壮
大
な
計

画
で
、
別
名
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
計
画

と
呼
ば
れ
た
。
核
抑
止
論
の「
前
提
」

と
さ
れ
て
き
た
「
相
互
確
証
破
壊
」

論
を
覆
す
超
攻
撃
的
な
構
想
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
新
た
な
核
開
発
競
争
を

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
。

　「
新
冷
戦
」の
主
戦
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
だ
っ
た
。
ソ
連
の
中
距
離
核
ミ
サ

イ
ル
配
備
に
対
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側

は
核
軍
縮
を
呼
び
か
け
な
が
ら
米
国

製
の
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す

る
準
備
を
開
始
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
二
重
決

す
る
姿
に
多
く
の
被
爆
者
が
落
胆
と

怒
り
を
表
明
し
た
。
岸
田
首
相
の
後

を
継
い
だ
石
破
首
相
は
「
米
国
の
核

シ
ェ
ア
（
共
有
）
や
核
の
持
ち
込
み

を
具
体
的
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
主
張
す
る
ゴ
リ
ゴ
リ
の
核
武

装
論
者
だ
。

　
核
兵
器
と
人
類
は
絶
対
に
相
容
い

れ
な
い
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
る
被
爆
者
の
存
在
は

誰
も
無
視
で
き
な
い
。

朝
鮮
・
キ
ュ
ー
バ
危
機

　
戦
後
、
核
兵
器
使
用
の
危
機
は
何

度
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
で
は
中
国

軍
の
参
戦
で
米
軍
は
敗
走
を
強
い
ら

れ
た
。
大
統
領
に
な
る
野
心
を
持
つ

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
30
～
50
発
の
原

爆
を
満
州
に
投
下
す
れ
ば
10
日
以
内

に
勝
利
で
き
る
」
と
主
張
し
、
実
際

に
34
発
の
原
爆
を
使
う
具
体
的
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
リ
ス
ト
を
統
合
参
謀

本
部
に
提
出
し
、
原
爆
使
用
の
裁
量

権
を
要
求
し
た
。

　
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
に
は
核
兵
器

が
集
結
し
て
い
た
。
結
果
的
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
解
任
さ
れ
、
原
爆
使
用

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
解
任
し
た

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
自
身
、
第
２
次

世
界
大
戦
で
原
爆
の
投
下
を
決
定
し

た
人
物
で
あ
り
、
朝
鮮
戦
争
で
の
使

用
も
ほ
の
め
か
し
た
。

　
そ
の
後
、
世
界
の
核
軍
拡
競
争
は

激
化
の
一
途
を
辿
り
、
一
時
期
は

７
万
発
以
上
の
核
弾
頭
が
製
造
・
保

有
さ
れ
、
今
日
も
な
お
１
万
発
以
上

が
存
在
す
る
。

　
米
ソ
両
国
は
先
制
核
攻
撃
を
受
け

て
も
反
撃
で
き
る
核
戦
力
を
持
つ

「
相
互
確
証
破
壊
（
Ｍ
Ａ
Ｄ
）」
戦
略

を
採
用
し
た
。
い
わ
ば
「
恐
怖
の
均

衡
」
で
核
兵
器
の
使
用
が
抑
止
さ
れ

る
と
強
弁
し
、
果
て
し
な
い
核
軍
拡

競
争
と
予
想
で
き
な
い
戦
争
の
危
機

を
高
め
た
。

　
君
津
市
・
亀
山
で
10
月
19
日
、
久

留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
が
主
催

し
、
内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、
外

房
線
と
地
域
を
守
る
会
の
共
催
に
よ

り
、「
守
ろ
う
久
留
里
線
！
10
・
19

亀
山
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
集
会
は
、
10
月
21
日
に
検
討
会
議

が
「
報
告
書
」
を
提
出
す
る
と
い
う

重
大
な
局
面
の
中
で
開
催
さ
れ
、
亀

山
地
域
を
は
じ
め
久
留
里
線
沿
線
の

住
民
や
久
留
里
線
の
廃
線
に
反
対
す

る
１
１
０
人
が
結
集
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
久
留
里
線
の
会
・

三
浦
代
表
が
「
Ｊ
Ｒ
は
、
久
留
里
線

の
久
留
里
～
上
総
亀
山
間
９･

６
㌔

を
全
国
の
赤
字
線
の
ト
ッ
プ
に
上
げ

て
い
る
。
検
討
会
議
で
は
、
乗
客
数

が
少
な
い
こ
と
を
理
由
に
て
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
転
換
が
記
載
さ

れ
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一

方
で
、
わ
れ
わ
れ
の
運
動
は
、
検
討

会
議
に
対
し
て
、
久
留
里
線
の
廃
線

を
阻
止
し
て
き
た
と
胸
を
張
っ
て
今

日
は
報
告
し
た
い
」
と
訴
え
た
。

　
内
房
線
の
会
・
梅
澤
代
表
は
「
久

留
里
線
が
廃
線
に
な
っ
た
ら
、
次
は

内
房
線
と
外
房
線
の
南
部
が
廃
線
に

な
る
と
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
」
と

訴
え
た
。
外
房
線
の
会
・
早
川
会
長

は
「
外
房
線
の
乗
客
数
を
会
で
再
計

算
し
、
地
元
首
長
に
報
告
し
た
。
首

長
の
連
名
で
要
望
書
が
Ｊ
Ｒ
千
葉
支

社
に
提
出
さ
れ
た
。
地
域
を
分
断
さ

せ
ず
胸
を
張
っ
て
生
き
る
た
め
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

　
亀
山
地
区
自
治
会
連
絡
会
議
の
代

表
は
「
地
区
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
２
月
に
は
自
治
会
で
久
留
里

線
を
考
え
る
集
会
を
行
っ
た
。
自
治

会
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
は

や
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
君
津
市
の
市
議
会
議
員
２
人
が
議

会
で
の
存
続
活
動
を
報
告
し
た
。

　
亀
山
地
域
の
住
民
か
ら
の
発
言
で

は
「
学
校
が
な
く
な
り
、
子
ど
も
の

声
が
消
え
、
今
度
は
鉄
道
ま
で
な
く

な
る
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て

い
る
」「
保
育
の
後
、
亀
山
に
帰
る

た
め
に
鉄
道
を
使
っ
て
い
る
。
今
後

も
子
た
ち
達
が
使
う
。
久
留
里
線
が

〝
久
留
里
線
の
廃
線
化
を
止
め
よ
う
〟

10
・
19
亀
山
地
域
で
現
地
集
会
を
開
催

ト
ラ
ン
プ
再
選
で
加
速
す
る
核
軍
拡
と
戦
争
の
危
機

沖縄・南西諸島にミサイル配備を進める米日

爆
医
療
法
」
が
施
行
さ
れ
、
一
部
の

被
爆
者
に
対
し
医
療
給
付
な
ど
が
始

ま
っ
た
。
被
曝
か
ら
実
に
12
年
後
の

こ
と
だ
。
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

人
は
１
９
８
０
年
頃
で
約
37
万
人
、

い
ま
も
10
万
人
を
超
え
る
被
爆
者
が

存
命
だ
。

　

国
家
総
力
戦
の
帰
結

　
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
帝
国
主
義

の
総
力
戦
の
特
徴
を
典
型
的
に
示
す

最
初
の
戦
争
と
な
っ
た
。
戦
争
の
勝

利
の
た
め
に
は
軍
事
力
だ
け
で
な
く

経
済
力
や
技
術
力
、
科
学
力
や
政
治

力
、
思
想
面
な
ど
国
家
体
制
の
総
力

を
運
用
す
る
戦
争
が
特
徴
だ
。
そ
の

勝
敗
は
国
家
の
存
亡
に
直
結
す
る
。

特
に
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
相
手

国
の
国
民
や
戦
争
遂
行
能
力
を
破
壊

す
る
た
め
に
、
非
戦
闘
員
を
も
殺
戮

し
、
市
街
地
や
工
業
地
帯
な
ど
国
土

を
破
壊
し
尽
く
す
大
量
破
壊
兵
器
の

開
発
が
行
わ
れ
た
。

　
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
へ
の
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
助
言
な
ど
も
あ
り

ド
イ
ツ
に
先
ん
じ
て
米
国
は
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
（
理
論
物
理
学
者
の

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
が
科
学
部
門
を

指
揮
）
で
原
爆
開
発
を
進
め
た
。

　
原
爆
投
下
の
対
象
と
な
っ
た
広
島

は
、
１
８
９
４
年
の
日
清
戦
争
を
起

点
に
軍
都
と
し
て
発
展
し
た
。
日
清

戦
争
で
は
開
戦
前
に
広
島
の
第
５
師

団
に
動
員
命
令
が
出
さ
れ
た
。
山
陽

鉄
線
が
広
島
ま
で
開
通
し
て
お
り
、

戦
争
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
２
週

間
の
突
貫
工
事
で
宇
品
港
と
結
ぶ
宇

品
線
を
建
設
。
開
戦
と
共
に
広
島
以

東
の
各
師
団
が
集
結
し
、
宇
品
港
か

ら
出
航
し
た
。
戦
争
指
揮
の
た
め
大

本
営
が
広
島
に
設
置
さ
れ
、
明
治
天

皇
が
来
広
し
、
帝
国
議
会
も
広
島
で

　
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

が
決
ま
っ
た
が
、
同
賞
を
め
ぐ
る
国

際
政
治
や
思
惑
は
な
ん
で
あ
れ
核
戦

争
の
脅
威
が
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
か
の

世
界
終
末
時
計
の
針
は
人
類
滅
亡
ま

で
過
去
最
短
の
残
り
90
秒
を
指
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
の
最
終
局
面
の

１
９
４
５
年
８
月
に
投
下
さ
れ
た
２

発
の
原
爆
で
、
同
年
末
ま
で
に
広
島

で
14
万
人
、
長
崎
で
７
万
人
以
上
が

亡
く
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
プ
レ
ス

コ
ー
ド
で
原
爆
に
関
す
る
報
道
が
禁

止
さ
れ
、
被
爆
者
は
国
か
ら
な
ん
の

救
済
も
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

　
54
年
３
月
、
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
米
国
が
水
爆
実

験
を
行
い
日
本
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第

５
福
竜
丸
」
が
被
曝
。
こ
の
事
件
を

き
っ
か
け
に
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る

東
京
都
杉
並
区
の
署
名
運
動
が
全
国

に
広
が
っ
た
。翌
55
年
８
月
６
日
に
、

初
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島

市
で
開
か
れ
、
そ
の
翌
年
に
長
崎
市

で
第
２
回
大
会
が
開
か
れ
た
。
長
崎

の
被
爆
者
女
性
数
人
が
「
原
爆
乙
女

の
会
」
を
旗
揚
げ
し
、
や
が
て
結
成

さ
れ
た
の
が
被
団
協
だ
。

　
55
年
４
月
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆

者
５
人
が
日
本
政
府
に
賠
償
を
求
め

て
提
訴
。
２
年
後
、
よ
う
や
く
「
原

が
設
置
さ
れ
、
軍
需
産

業
の
一
大
拠
点
と
も

な
っ
た
。
第
２
次
世
界

大
戦
末
期
に
は
、
連
合

国
軍
の
上
陸
で
本
土
が

分
断
さ
れ
た
場
合
に
備

え
、
西
日
本
の
統
括
す

る
第
２
総
軍
が
設
置
さ

れ
た
。

　
広
島
湾
の
東
側
に
位

置
す
る
呉
港
は
東
洋
一

の
軍
港
と
な
り
、
戦
艦

大
和
の
建
造
な
ど
、
海

軍
工
廠
（
造
船
）
の
街

と
し
て
栄
え
た
。
長
崎

も
ま
た
三
菱
造
船
所
な

ど
兵
器
工
場
や
造
船
所

が
集
ま
っ
て
い
た
。

＊

　
終
末
時
計
を
発
表
し

て
い
る
米
科
学
誌
『
原

子
力
科
学
者
会
報
（
Ｂ

Ａ
Ｓ
）』
は
、
米
国
や

ロ
シ
ア
、
中
国
が
核
兵

器
の
拡
大
や
近
代
化
の

た
め
に
巨
額
の
資
金
を

費
や
し
、
核
戦
争
の
危

険
性
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
と
指
摘
す
る
。

　
現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
閣
僚
が
核
使

用
を
公
然
と
示
唆
し
、
プ
ー
チ
ン
政

権
も
核
兵
器
の
威
嚇
を
繰
り
返
す
。

　
他
方
で
、
昨
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

に
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
招
待
さ
れ
、

岸
田
首
相
が
核
抑
止
を
全
面
肯
定
す

る
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。

　
核
保
有
国
の
最
高
指
導
者
ら
が
被

爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
で
公
然
と
核
を
賛
美

定
）。
レ
ー
ガ
ン
は
、
欧
州
限
定
の

核
戦
争
の
可
能
性
に
言
及
し
、
核
兵

器
使
用
計
画
の
存
在
を
公
言
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
反
核
運
動

が
大
き
く
高
揚
し
、
ま
た
核
軍
拡
競

争
の
重
圧
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た

ソ
連
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の

登
場
で
核
軍
縮
の
交
渉
を
開
始
し
、

１
９
８
７
年
12
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会

談
で
は
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
全
廃
条

約
の
調
印
が
な
さ
れ
た
（
こ
の
条
約

は
19
年
に
ト
ラ
ン
プ
が
ロ
シ
ア
に
破

棄
通
告
す
る
ま
で
有
効
だ
っ
た
）。

先
制
核
攻
撃
も
正
当
化

　
冷
戦
終
結
は
核
と
戦
争
か
ら
の
脱

却
の
機
会
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
直

後
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
イ
ラ

ク
に
対
し
米
軍
主
体
の
多
国
籍
軍
に

よ
る
湾
岸
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
一
連

の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
な
ど
戦
争

は
続
い
た
。

　
米
国
は
01
年
９
・
11
事
件
を
機
に

ブ
ッ
シ
ュ
ド
ク
ト
リ
ン
で
先
制
核
攻

撃
さ
え
正
当
化
。
そ
し
て
国
連
安
保

理
決
議
も
な
く
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ラ
ク

で
戦
争
を
開
始
。
戦
争
は
約
20
年
継

続
し
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。。

シ
リ
ア
な
ど
へ
の
戦
争
・
内
戦
の
拡

大
を
も
た
ら
し
、
多
数
の
難
民
を
生

み
出
し
、
や
が
て
米
軍
は
撤
退
を
強

い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
後
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
や
ガ
ザ
虐
殺
を
惹
起
す
る
。

　
新
た
に
政
権
の
座
に
就
く
ト
ラ
ン

プ
は
前
政
権
期
に
新
た
な
核
戦
略
を

打
ち
出
し
、
通
常
兵
器
へ
の
反
撃
に

も
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性
を
公

言
し
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
か
ら
離
脱
。
　

　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
の
破
棄
は
、
80
年
代

の
欧
州
の
よ
う
に
中
ロ
に
対
抗
す
る

核
開
発
と
太
平
洋
地
域
へ
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
配
備
を
加
速
さ
せ
た
。
日

米
両
国
は
沖
縄
・
南
西
諸
島
に
ミ
サ

イ
ル
配
備
を
進
め
、
有
事
の
核
持
ち

込
み
と
使
用
を
狙
う
。
　

絶
対
に
必
要
」
な
ど
の
切
実

な
訴
え
が
行
わ
れ
た
。

　
会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、

里
山
豊
か
な
亀
山
地
域
に
ト

キ
を
誘
致
す
る
構
想
、
亀
山

ダ
ム
で
災
害
が
あ
っ
た
場
合

の
復
旧
に
は
鉄
道
が
必
要
で

あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

た
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
職
場
か
ら

の
報
告
を
動
労
千
葉
の
佐
野

書
記
次
長
（
木
更
津
支
部
）

が
行
い
、「
廃
線
化
は
職
場

が
奪
わ
れ
る
重
大
問
題
。
廃

線
阻
止
へ
と
も
に
行
動
す

る
」
と
訴
え
た
。


